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「ものづくり教育」のできる「人づくり」に取り組みます。

　東京学芸大学教育学部、小学校教員養成課程に 2010 年４月より「ものづくり教育選修」の開講を予定して

います。ここでは、東京学芸大学が培ってきた教育の知を集め、新しい「ものづくり教育」の概念や実践、こ

れからのありかたを考えていきます。ものづくり教育選修開講へ向けて、現在おこなわれている事例研究や、

意見の交換を通してわたしたちの「ものづくり」をお伝えしていきます。

ものづくり教育とは何でしょう？

「ものづくり教育」を作っていくメンバーです。

　2008 年１月に、「社会の変化への対応の観点から

教科などを横断して改善すべき事項」の一つとし

て「ものづくり」が提案されました（中教審答申

より）。これが小学校教員の資質における重要なこ

とだと考えたわたしたちは、東京学芸大学小学校

教員養成課程に「ものづくり教育選修」を開講す

ることとなり、リアリティーのある総合的な教員

養成システムを構築していこうと考えています。

　事例研究の調査、独自のカ
リキュラム作成、学生との実
施、ヒアリング、再試行など
を重ねて、クオリティの向上
を目指します。

１：技術教育学　
２：アメリカ技術教育実践史
　　論、ものづくり教員養成
　　の比較研究

１：美術科教育学　
２：美術科教育学、
　　美術教育プログラムの　
　　開発理念・方法の研究

２：人の行う造形表現
（幼児・児童の造形表現、
現代的造形表現、デザイン・
工芸的造形表現）の実践の
実践的研究
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　ものづくり教育での「ものづくり」とは、ものと他者とのつながりに、

はたらきかける活動です。物事に取り組む時に、ものづくりの感性を軸に、

他者と協力しあって働きかけ、働きかける主体にまで変化をもたらすこ

とのできる力を育て、それを伝えることのできる人づくりをしていきます。

　東京学芸大学のものづくり教育は、５人の先生方からスタートします。「あ

そびの世界とものづくり」「学びの世界とものづくり」「しごとの世界ともの

づくり」「道具の世界とものづくり」「デザインとものづくり」をカリキュラ

ムの軸に置き、それぞれの専門分野を活かしながら、よりよいまなびの場づ

くりに取り組んでいきます。

田中喜美 山田一美 石井壽郎

１：建築・空間デザイン
　　デザイン教育、立体デ
　　ザイン　まちづくり
２：建築・空間デザイン
　　デザイン教育

鉄矢悦朗

１：技術教育学
２：日本技術教育史
　　技術教育の授業づくり

坂口謙一

１：専門分野、２：現在の研究課題（大学HPより・一部加筆）

東京学芸大学教育学部 小学校教員養成課程  《ものづくり教育選修》　2010 年度から
　　はじまります！

 Topics  
■ものづくり教育とは？

■活動メンバーの紹介

■鹿児島大学調査報告

■尚古集成館調査報告
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鹿児島大学にてカリキュラム作成のための調査　2008.11.27～11.29

■東京学芸大技術科の参加学生感想（抜粋）

尚古集成館の人づくりのはなし
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　小学校の教科には存在しない「技術」科目を、小学校教員を目指す学生にどのように接してもらうか、

何を学び吸収してもらうのかに着目しながら、長谷川先生が実施している講義を見学した。授業は技術

科の学部１年生の基礎科目で、小学校授業指導用の座学講義のものであったが、一通りの知識を得た後

には必ず実践させるそうだ。机の上で勉強するだけよりも、体験が伴う方が、若い学生たちは興味を持っ

て授業に取り組むことができると先生は話す。小学校４年生用の指導内容を悪戦苦闘しながら取り組む

学生たちは、戸惑いながらも徐々にと要領を得ていき、時間を経るにつれ作業効率もアップしているこ

とが如実に見て取れた。まさに「手を動かして得る知識」の実践現場を見ることができた時間であった。

　授業終了後には、カリキュラムの構成の仕方や、授業を通して本当に学んでほしいことなどを詳しく

解説する時間を設けて、長谷川先生から学芸大へ熱心なアドバイスが送られた。実際に講義を受講する

学生も参加してくれて、指導を受ける側からの声も聞くことができた。

　2008 年 11 月 27 日～29 日の期間、鹿児島大学教育学部教授である長谷川雅康先生の実践する、小学校教員養成課

程のための「技術科」の講義の取り組みを調査した。（新名）

長谷川雅康先生
専門は技術教育、工業教育

◎手の触覚を大切にしている長谷川先生の授業において、ヒトがものを作る上

で手を動かすことは基本であると強く意識されていた。授業で衣類の原料に

よって手触りがどう違うかの実験などをとりいれたり、レポートは必ず手書き

を指定したりするなど、手を積極的に動かす機会を数多く設けていて、子ども

たちばかりでなく学生の技能の発達にとって非常に重要であると感じた。

◎長谷川先生の方針として「まずは実際に触らせてやってみさせる、理論はそ

のあと」ということで、道具の使い方や名称などに関する知識は乏しかったが、

使ったことのない道具、例えばかんななどを積極的に使ってみようとする姿勢

に、先生の教育方針が現れているように感じた。

◎１年生の内から道具や材料に触れ、製作活動を体験できるという環境はうら

やましいと思った。自分で試しにやってみて、失敗して、苦労してみる。その

体験を通すことによってはじめて、熟練の先生のやり方の素晴らしさを身を

もって実感し、自分のものにすることができるのだと感じられた。

◎学生が和気藹々と取り組む姿には好感が持てたが、使い方が非常に危険だと

思われる部分が見受けられた。たとえ、小学校ではのこぎりの名前や使い方を

細かく教えないにしても、危険を回避するためには教師もしっかりと学習して

おく必要があると思う。そしてそれは、実技の授業をする前に学生にしっかり

と教えて使い方を教え、基盤をつくっておく必要があると思った。

　鹿児島といえば、幕末・明治維新で活躍した薩摩藩のはなしが有名だ。しかし、鹿

児島の貴重な歴史資料を多数見ることのできる、尚古集成館では、活躍した有名な人

物よりも、その人を育み、支えた地元の技術力に焦点を当てて展示が構成されている。

副館長の松尾千歳さんは、かつて西欧諸国の動きにいち早く対応した薩摩藩主島津斉

彬の功績を、技術力の面を軸に解説してくれた。語られた、鎖国時代に未来の在り方
を考えていた藩主の先見の明と実行力にこちらは驚かされ、「先を見据えていても、
まずは足元から固める」という考え方に身の引き締まる思いがした。
　戦争の大火で、歴史的な資料はおおかた焼けてしまい鹿児島に残ったものはほとん
どなかったが、全国各地から発見されているそうだ。それは薩摩の技術力を各地の役
人が視察に来て、吸収しようと書き留め持ち帰ったものらしい。今も昔も、良いもの
を学ぼうとする行為は変わらないようで興味深かった。（2008/11/29 訪問・新名）

本月報は、文部科学省の認定する「質の高い大学教育推進プログラム」を受け、
『小学校教員養成のためのものづくり教育開発』活動報告も兼ねて情報をお伝えします。
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